
 

校長室だより「新生チーム千代田中部小」 笑顔と夢に溢れ地域と共に歩む学校 

～しろた～ 令和４年１月１１日 No２０ 校 長 實 松  清 之 

輝かしい ２０２２へ！ 

 
 
 輝かしい、2022年の幕開けです！ 
今年は寅年。その中でも壬寅（みずのえとら）

といって、乳寅、母虎、つまり優しい虎のイメー
ジのようです。どんな 1 年が待ち受けているの
でしょうね。 
さて、諺には、寅（虎）のつくものが沢山あり

ます。例えば 
 ○虎の子の～ 
 ○虎穴に入らずんば 虎児を得ず 
 “虎の子”には、母虎が子を大切に育てること
から、大事にし手放さない様という意味があり、

“虎穴に入らずんば 虎児を得ず”には、リスク
を冒さなければ成功は得られないというチャレ
ンジングな意味があります。 
これらの意味のように、子どもたち一人一人が

大切にされ、チャレンジを保障され、逞しく育つ、

前向きな１年になればと期待しています。 

保護者や地域の皆様

と共に、新生 Team 千

代田中部小の更なる発

展を共に創造していく

ことを楽しみにしてい

ます。 

“今年も どうぞ 宜しく お願いいたします。 
 

  

 未来の創造には、過去を知ることも大切です。
寅年の過去にはどんな歴史的事象があったので
しょう。いくつか紹介してみましょう。 
 ☆1866 年 徳川慶喜 江戸幕府 15代将軍に就任 
 ☆1890 年 第 1 回帝国議会開会  

 ☆1914 年 金栗四三氏、マラソン世界記録樹立 
 ☆1950 年 第 1 回札幌雪まつり開催 
 ☆1962 年 東京タワー完成 
 ☆1986年 上野動物園 パンダのトントン誕生 
 ☆2010 年 惑星探査機 はやぶさ が帰還 
さて、今年はどんなことが歴史に刻まれる？ 

 

“一生勉強 一生青春” 
 この言葉は、相田みつをさんの有名な言葉。 
デスクの片隅に飾って、その言葉に恥じぬよう
仕事を進めているつもりです(^0^)。このよう
に、みなさんにも、生きる指針とも言えるよう
な言葉があるのではと思います。 
その小さな額を眺めている時、ふとある思い

が沸きだしてきました。子どもたちにも早い時

期から、そのような名言に出会わせたい。そう
思い立ち、昨年末から、校長先生からの“言葉
の贈り物”なる企画を始めています。これまで
に紹介したメッセージは、 
○ありがとうは 幸せの始まり！ 
○向き不向きより 前向き！ 
○仲間がいれば 可能性は 無限大！ 

等々です。１月からは、給食時に流れる放送の
中でも紹介し広げていくつもりです。 
昨年度の大河ドラマの主人公、渋沢栄一翁が、

論語にバックボーンを得て、数々の英断を下し
ていったように、子どもたち
に、人生を生き抜く上で、支
えとなる価値を刻んで欲し
いという願いがあるからで
す。さあ、子どもの心に残し
たいクールな言葉集め、頑張
ろう！ 

また一つ、楽しみが増えま
した。やっぱり、“一生勉強だなあ～”(*^o^*)。 
 
～ほっと一息～ 
 ＳＤＧｓの観点から、今後アンケート等はフ
ァイルに入れての提出に。早速、学校評価アン
ケートの回収に活用させて頂きました。これま
で、一回きりの使用で使い捨てになっていた封
筒でしたが、資源の無駄遣いを無くすことに繋
がり小さな喜びを感じています。 
 実は、このシステム採用には、もう一つねら
いがあります。それは、子どもたちが直接校長
室に持って来るシステムを採ることで、学校の
中で、より社会性を高めたいとの考えです。 

たったこれだけのフレーズの中に、沢山の学
びができると。上級生が下級生に優しく教える
姿も見られる、至福の時がそこにあります❤ 

 

「○年○組の○○です。○○を持ってきま
した。入ってもいいですか？」 
 

https://azukichi.net/season/month/january0001.html


 


